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２０１９年度修了（既修コース）宮本 大雅 

 

1 はじめに 

15 期既修の宮本大雅です。岡山大学法学部を 2018 年度に卒業し、同法務研究科を 2019

年度に修了し、2020 年度（令和 2 年度）の司法試験に合格致しました。 

在学生や来年度以降の入学予定者の方に、少しでも有益な情報をここでお伝えできれば

と思います。 

2 おすすめ情報 

私は自分１人の力で司法試験に合格できる気が全くしなかったため、全員で合格するこ

とを意識していました。みんなで勉強していれば、変な方向の勉強（答案を書かなかったり、

文献を調べないで議論したり等）をするというリスクを軽減できます。また、私は極力答案

を書きたくなかったため、１人で書いた答案はほぼないです。そのため私は先生や友人とゼ

ミを組んで、やる気が出なくても答案を書かなければいけない状況を作って勉強していま

した。 

また、試験勉強をする上では、正解を探す思考はやめた方がいいです。試験問題も、当該

事案における処理を聞かれているので、正解を探す必要はないです。普段の勉強でも、論点

に対する正解を探そうとすると時間がいくらあっても足りません。物の本に載っている説

なら、「そういう考え方もある。色んな考え方ができる。」くらいにとどめておくべきです。 

さらに、人と議論することも重要です。「法律答案は試験委員を説得するものだろ！説得

するには議論が必要だ！だから普段から人と議論すべきだ！」という趣旨のことを先生も

おっしゃっていたので、是非、学生同士や先生とも議論をして下さい。 

3 終わりに 

最後にはなりましたが、私が合格できたのは、法学部や法務研究科の先生方、事務の

方々、先輩方や友人達のおかげです。この場を借りてお礼申し上げます。 

 


